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演 題 「歴史に見る日本人の霊魂観」 
 
講 師  山田 雄司 氏  
          三重大学 人文学部 教授 
 

 
日 時  平成 23 年 9 月 10 日（土）13:30～ 
会 場  津市安濃保健センタ－ 大会議室  

（津市安濃町東観音寺 418 サンヒルズ安濃内） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主 催 津市  津市民文化祭実行委員会 
主 管 津文化協会 
共 催 安濃町芸術文化協会 
後 援 三重大学  三重ふるさと新聞社 
？「発見塾」ホ－ムペ－ジ http://www.lib.mie-u.ac.jp/seminar/hakken/index.html 
連絡先 津文化協会事務局   ＴＥＬ 059-228-8393 （東 尚子 方） 

津文化協会では会員を募集しています。 
当協会事務局または？『発見塾』開催時、受付までお申込み下さい。 

 人は死んだらどうなるのか。霊魂はあるのかないのか。 
この問題は洋の東西を問わず、さらに原始・古代から現代に至るまでさまざま

な議論が重ねられてきました。人は霊魂が肉体の中に収まっていることによって 
生きているのであり、肉体から離れると死を迎えると考えられていました。 
そして、霊魂は生きているときでも体から抜け出してしまうことがありました。

本講演では、主に古代・中世の日本人の例を中心に、霊魂はどのようなものと 
考えられていたのか、また一般的な死の場合および非業の死を遂げた場合の霊魂 
のありかについて解説します。 

入場無料 
事前申込不要 


